
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

　繰越事業が多かったため実績値が目標に達しなかった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 467,703 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
474,573 千円

最終現計予

算額

実績値 km

達成率 99.84 ％ 達成率 ％ 達成率

km

実績値 2563.4 km 実績値 km 実績値 km

km 目標値 km 目標値

時点･期間

現状値 2562.2 km

目標値 2567.5 km 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 Ｒ4～5年度累計 時点･期間 時点･期間

始期 S30

終期

Ｋ  P  Ｉ

林道路網の開設延長

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　5年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、6年度以降もKPIはそのまま目標を達成すると見込まれ

ることから、6年度以降の執行方法の見直し等は想定していない。

2月

補正

後

事　項 林道整備事業費 予算主管課 林業政策課

事　業

概　要

適正な森林施業を推進し、森林経営の効率化及び森林資源の有効利用を図るた

め、開設・改良等を実施し林道を整備する。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 54,216 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 54,216 千円
最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

ha 実績値 ha

達成率 100.77 ％ 達成率 ％

3780 ha

実績値 3654 ha 実績値 ha 実績値

3678 ha 目標値 3730 ha 目標値

H20~R7年度 時点･期間 H20~R8年度

現状値 3574 ha

目標値 3626 ha 目標値

H20~R3年度 時点･期間 H20~R5年度 時点･期間 H20~R6年度 時点･期間

R10

Ｋ  P  Ｉ

圏域内民有林間伐実績

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 大規模林業圏開発林道事業費負担金 予算主管課 林業政策課

事　業

概　要

旧緑資源幹線林道のH19年までの開設事業経費について、国立研究開発法人森林研究・整備機

構法附則第7条の規定に基づく本県の負担金を償還する。

始期 S54

終期

令和５年度　　事後評価シート



3

4

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

事業主体である市の財政状況から、現状の規模以上の予算を確保することは困難である。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 475,210 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
478,185 千円

最終現計予

算額

実績値 漁港

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

漁港

実績値 8 漁港 実績値 漁港 実績値 漁港

漁港 目標値 8 漁港 目標値 10

時点･期間 R4年度～R8年度

現状値 8 漁港

目標値 8 漁港 目標値 8

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4～5年度累計 時点･期間 R4年度～R5年度 時点･期間 R4年度～R6年度 時点･期間 R4年度～R7年度

始期 R4

終期 R8

Ｋ  P  Ｉ

整備完了により、地震・津波に対する安全性を確保した漁港数（全18漁港）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

令和６年度整備工事より、国の認可を早期に受けられるように、認可申請を令和５年度内に済ませているため、早

期の工事着工を持って、整備工事を年度内に完成させることにより、達成率を向上させる。

2月

補正

事　項 広域漁港整備事業費 予算主管課 漁港課

事　業

概　要

漁港の計画的な整備による、水産物の生産・物流拠点づくりを推進し、国民の

ニーズに対応できる水産物の安定供給を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

令和５年度の藻場整備面積は4,200ｍ2であり、目標値である16,800ｍ2を達成できなかった。その要因は、地元関係者との調整に

不測の日数を要したことにより、年度内の工事完了に至らなかったためである。本整備工事は、令和６年９月末日には完了予定で

ある。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 295,373 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
304,813 千円

最終現計予

算額

実績値 ha

達成率 67.69 ％ 達成率 ％ 達成率

ha

実績値 2.64 ha 実績値 ha 実績値 ha

ha 目標値 7.86 ha 目標値 9.18

時点･期間 H26～R8年度

現状値 2.22 ha

目標値 3.9 ha 目標値 6.54

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H26～R4年度 時点･期間 H26～R5年度 時点･期間 H26～R6年度 時点･期間 H26～R7年度

始期 S51

終期

Ｋ  P  Ｉ

藻場造成面積(ha)

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 漁場整備事業費 予算主管課 水産課

事　業

概　要

豊かな漁場を造成するため、沿岸海域に人工物を沈め魚の集まる場所（魚礁）や

稚魚の隠れ家、餌場（増殖礁）を整備する。



5

6

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

R5年度のKPIの実績は想定どおりであり、R6年度以降も予定通り進むと見込まれるため見直しは想定していな

い。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 78,202 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 80,801 千円
最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 64 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 82 ％ 目標値 91

時点･期間 H26~R8年度

現状値 64 ％

目標値 64 ％ 目標値 73

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H26~R5年度見込 時点･期間 H26~R5年度 時点･期間 H26~R6年度 時点･期間 H26~R7年度

始期 H26

終期 R9

Ｋ  P  Ｉ

国営土地改良事業南予用水地区の事業進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

5年度のKPIの実績はほぼ計画通りの成果が出ており、６年度以降も事業の進捗、予算の配当を踏まえると、KPIは

目標達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

2月

補正

事　項 国営南予土地改良事業費繰出金 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要
国営土地改良事業南予用水地区への当該年度事業費に対して負担する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

現場条件の変更により、他部局との調整が必要となった地区において完了時期を延期したため目標が未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 765,266 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
772,868 千円

最終現計予

算額

実績値 ha

達成率 98.23 ％ 達成率 ％ 達成率

ha

実績値 3438 ha 実績値 ha 実績値 ha

ha 目標値 9500 ha 目標値 10000

時点･期間 R4~R8年度

現状値 2079 ha

目標値 3500 ha 目標値 5600

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R4~R5年度 時点･期間 R4~R6年度 時点･期間 R4~R7年度

始期 S24

終期

Ｋ  P  Ｉ

農業水利施設の保全・整備完了面積

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

2月

補正

事　項 かんがい排水事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

農業水利施設の保全及び農道の整備等により、農業用水の安定確保や農業生産性

の向上、営農条件の改善を図る。



7

8

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

R5年度のKPIの実績は想定どおりであり、R6年度以降も予定通り進むと見込まれるため見直しは想定していな

い。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 562,080 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
566,583 千円

最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 49 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 71 ％ 目標値 83

時点･期間 H28~R8年度

現状値 49 ％

目標値 49 ％ 目標値 59

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H28~R5年度見込 時点･期間 H28~R5年度 時点･期間 H28~R6年度 時点･期間 H28~R7年度

始期 H28

終期 R11

Ｋ  P  Ｉ

国営緊急農地再編整備事業道前平野地区の事業進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定どおりの成果が出ているため、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していな

い。

2月

補正

事　項 国営緊急農地再編整備事業費負担金 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要
国営緊急農地再編整備事業道前平野地区への当該年度事業費に対して負担する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 25,213 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 30,000 千円
最終現計予

算額

実績値 ｈａ

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

ｈａ

実績値 36.4 ｈａ 実績値 ｈａ 実績値 ｈａ

ｈａ 目標値 80.5 ｈａ 目標値 234.5

時点･期間 H28~R8年度

現状値 0 ｈａ

目標値 36.4 ｈａ 目標値 36.4

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H28~R4年度 時点･期間 H28~R5年度 時点･期間 H28~R6年度 時点･期間 H28~R7年度

始期 H28

終期 R11

Ｋ  P  Ｉ

本事業で担い手に利用集積された面積（累積）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

2月

補正

事　項 国営緊急農地再編整備事業換地受託費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

国営事業で実施される区画整理に要する換地について、国から受託し業務を行

う。



9

10

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

R5年度のKPIの実績は想定どおりであり、R6年度以降も予定通り進むと見込まれるため見直しは想定していな

い。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 269,363 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
273,343 千円

最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 6 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 21 ％ 目標値 31

時点･期間 R5~R8年度

現状値 5 ％

目標値 6 ％ 目標値 11

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5年度見込 時点･期間 R5年度 時点･期間 R5~R6年度 時点･期間 R5~R7年度

始期 H2

終期 R17

Ｋ  P  Ｉ

国営土地改良事業道前道後用水地区の事業進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

R5年度のKPIの実績は想定どおりであり、今後は、土地改良区等の支援を継続するため、構築された地域住民等の

管理参画の枠組みを維持していく。

2月

補正

事　項 国営道前道後平野土地改良事業費繰出金 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

国営土地改良事業道前道後平野地区への過年度及び当該年度事業費に対して負担

する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 39,369 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 39,369 千円
最終現計予

算額

実績値 協定

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

協定

実績値 101 協定 実績値 協定 実績値 協定

協定 目標値 101 協定 目標値 101

時点･期間 R8年度

現状値 99 協定

目標値 101 協定 目標値 101

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H12

終期

Ｋ  P  Ｉ

管理協定数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 国営造成施設等管理強化事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

農業・農村のもつ多面的機能を将来にわたって発揮させるため、国、県、市町が費用の一部を

助成し、構築された地域住民等の管理参画の枠組みを維持し、土地改良区等の管理体制の支援

を行う。
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12

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

見直し時期（執行に反映するか、次年度予算※R5年度事業評価の場合、R7年度予算に反映するか）５年度のKPI

の実績は、ほぼ想定どおりの成果であり、6年度以降も引き続き継続地区の工事を進めていくことで、KPIは目標

達成する見込みであることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 661,343 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
669,297 千円

最終現計予

算額

実績値 ha

達成率 101.77 ％ 達成率 ％ 達成率

ha

実績値 63.1 ha 実績値 ha 実績値 ha

ha 目標値 102 ha 目標値 122

時点･期間 R1~8年度

現状値 62 ha

目標値 62 ha 目標値 82

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R1~5年度 時点･期間 R1~5年度 時点･期間 R1~6年度 時点･期間 R1~7年度

始期 S61 

終期

Ｋ  P  Ｉ

担い手が活用する農地の生産基盤整備面積

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は目標値を上回る結果となったが、水門改修という稀な工種で達成率が上がったものであり、

一時的な上昇と捉え、６年度以降の見直しは想定していない。

2月

補正

事　項 担い手育成基盤整備事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

担い手への農用地利用集積を促進するため、農道や水路の整備等により、樹園地

や水田の区画形質の改善を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 127,982 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
138,574 千円

最終現計予

算額

実績値 ha

達成率 104.18 ％ 達成率 ％ 達成率

ha

実績値 747 ha 実績値 ha 実績値 ha

ha 目標値 737 ha 目標値 747

時点･期間 H23~R8年度

現状値 667 ha

目標値 717 ha 目標値 727

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H23~R4年度 時点･期間 H23~R5年度 時点･期間 H23~R6年度 時点･期間 H23~R7年度

始期 H9

終期

Ｋ  P  Ｉ

本事業により整備された小規模農業基盤面積（累計）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

12月

補正

後

（追

加）

事　項 小規模農業基盤整備事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

農業経営の安定を図るため、農道や用排水路等の小規模な基盤整備に対し支援を

行う。
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14

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は、ほぼ想定どおりの成果であり、６年度以降も引き続き継続地区の工事を進めていくこと

で、KPIは目標達成する見込みであることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 76,340 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 76,340 千円
最終現計予

算額

実績値 ha

達成率 102.80 ％ 達成率 ％ 達成率

ha

実績値 102.8 ha 実績値 ha 実績値 ha

ha 目標値 100 ha 目標値 100

時点･期間 R8年度

現状値 100 ha

目標値 100 ha 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H24~R3年度の年平均整備面積 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 S32

終期

Ｋ  P  Ｉ

本事業による農業基盤整備面積

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定どおりの成果であり、６年度もKPIは目標達成すると考えられること、及び６年度で事

業完了となることから、見直しは想定していない。

当初 事　項 県単独土地改良事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

市町、土地改良区が行う農道、かんがい排水等の小規模な基盤整備に対する支援

を行う。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 9,300 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 9,300 千円
最終現計予

算額

実績値 地区

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

地区

実績値 1 地区 実績値 地区 実績値 地区

地区 目標値 地区 目標値

時点･期間

現状値 0 地区

目標値 1 地区 目標値 2

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R4~5年度 時点･期間 R4~6年度 時点･期間

始期 R4

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

土砂の流出量が減少する工法が効果実証された箇所数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 災害に強い園地整備手法確立事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

傾斜園地の防災力強化に向けた安価で即効性の高い整備手法を確立し、災害に強

い産地づくりを推進する。
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見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度の目標達成率は想定を下回ったが、対応策を検討し６年度以降計画的に実施していくこととしており、KPI

の最終目標は達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

関連施設において老朽化による施設の不具合が発生し、改修対応する必要が生じたため、事業完了が予定より遅延し目標が未達成

となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 161,750 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
174,460 千円

最終現計予

算額

実績値 地区

達成率 97.83 ％ 達成率 ％ 達成率

地区

実績値 90 地区 実績値 地区 実績値 地区

地区 目標値 94 地区 目標値 94

時点･期間 S48~R8年度

現状値 90 地区

目標値 92 地区 目標値 92

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 S48~R4年度 時点･期間 S48~R5年度 時点･期間 S48~R6年度 時点･期間 S48~R7年度

始期 S48

終期

Ｋ  P  Ｉ

整備完了により生産基盤等が向上した地区数（Ｓ48からの累計）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　R5の実績値は０、R６の目標値も０であるが、想定どおりの値であり、R７年度からの完成に向けて、着実に事

業を実施しており、見直しは行う予定はない。

12月

補正

後

（追

加）

事　項 農村総合整備事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

農業生産基盤や農村生活環境基盤の整備等を総合的に行い、農業・農村の活性化

を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 176,171 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
177,578 千円

最終現計予

算額

実績値 地区

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

地区

実績値 0 地区 実績値 地区 実績値 地区

地区 目標値 3 地区 目標値 4

時点･期間 R1~8年度

現状値 0 地区

目標値 0 地区 目標値 0

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R1~4年度 時点･期間 R1~5年度 時点･期間 R1~6年度 時点･期間 R1~7年度

始期 R1

終期 R8

Ｋ  P  Ｉ

再編復旧工事を完了した地区数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

12月

補正

後

（追

加）

事　項 農地再編復旧整備事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

西日本豪雨により被災した柑橘園地において、周辺園地を含む緩傾斜化や農道、排水路等の総

合的整備を行うことで、災害に強く生産性の高い園地として再生を図る。
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見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状の実施状況を踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 248,081 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
258,738 千円

最終現計予

算額

実績値 路線

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

路線

実績値 180 路線 実績値 路線 実績値 路線

路線 目標値 181 路線 目標値 182

時点･期間 S45～R8年度

現状値 180 路線

目標値 180 路線 目標値 180

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 S45～R4年度 時点･期間 S45～R5年度 時点･期間 S45～R6年度 時点･期間 S45～R7年度

始期 S45

終期

Ｋ  P  Ｉ

農道の新設路線数（累計）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

12月

補正

後

（追

加）

事　項 農道整備事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

農道の整備等により、農業生産の近代化や農産物等の輸送の合理化、農村環境の

改善を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

電気料金高騰分の一部支援の実施により、支援を受けた土地改良区等は運営を継続しており、KGI実績値の向上に好影響を与える

ことができた。今後は、土地改良区等と連携して安定的な運営体制の確立を図る。

千円

決算額 19,377 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 24,000 千円
最終現計予

算額

実績値 %

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 100 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 % 目標値

時点･期間

現状値 - %

目標値 100 % 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 時点･期間

始期 R5

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

支援を受けて省エネ化に取り組む土地改良区の運営継続率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

12月

補正

後

（追

加）

事　項 農業水利施設電気料金支援事業費 予算主管課 農地整備課

事　業

概　要

電気料金高騰の影響を受ける農業水利施設を所有・管理する土地改良区等の負担軽減のため、

高騰分の一部を支援するとともに、省エネルギー化の取組みを推進し、安定的な運営体制の確

立を図る。
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見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度は目標KPIを達成しており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成すると考えられる

ことから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 58,007 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 58,007 千円
最終現計予

算額

実績値 km

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

km

実績値 1.2 km 実績値 km 実績値 km

km 目標値 km 目標値

時点･期間

現状値 1.2 km

目標値 1.2 km 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 時点･期間

始期 S25

終期

Ｋ  P  Ｉ

本事業による路網の整備(開設･改良)延長

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標

達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 県単独林道整備事業費 予算主管課 林業政策課

事　業

概　要
市町、森林組合が行う作業道の開設・改良に対する支援を行う。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

　繰越事業が多かったため実績値が目標に達しなかった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 68,565 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 70,820 千円
最終現計予

算額

実績値 km

達成率 96.39 ％ 達成率 ％ 達成率

km

実績値 8 km 実績値 km 実績値 km

km 目標値 km 目標値

時点･期間

現状値 8 km

目標値 8.3 km 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 Ｒ4～5年度累計 時点･期間 時点･期間

始期 H20

終期

Ｋ  P  Ｉ

林道路網の開設延長

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

2月

補正

後

事　項 広域林道整備事業費 予算主管課 林業政策課

事　業

概　要

緑資源幹線林道事業のうち、森林整備や林業を基軸とする地域の振興等の総合的

開発に資する基幹林道を整備する。
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見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　5年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、6年度以降もKPIはそのまま目標を達成すると見込まれ

ることから、6年度以降の執行方法の見直し等は想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 54,216 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 54,216 千円
最終現計予

算額

実績値 ha

達成率 100.77 ％ 達成率 ％ 達成率

ha

実績値 3654 ha 実績値 ha 実績値 ha

ha 目標値 3730 ha 目標値 3780

時点･期間 H20~R8年度

現状値 3574 ha

目標値 3626 ha 目標値 3678

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 H20~R3年度 時点･期間 H20~R5年度 時点･期間 H20~R6年度 時点･期間 H20~R7年度

始期 S54

終期 R10

Ｋ  P  Ｉ

圏域内民有林間伐実績

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 大規模林業圏開発林道事業費負担金 予算主管課 林業政策課

事　業

概　要

旧緑資源幹線林道のH19年までの開設事業経費について、国立研究開発法人森林研究・整備機

構法附則第7条の規定に基づく本県の負担金を償還する。


